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【主な収録内容】
解説

全国家庭養護推進ネットワーク代表幹事・養育里親
（元厚生労働省障害保健福祉部長）藤井康弘
弁護士・社会福祉士・公認心理師・精神保健福祉士
（前明石こどもセンター（明石市児童相談所）常勤弁護士）浦　弘文
弁護士進藤千絵
東京家庭裁判所判事今井弘晃

◆「少年院法」及び「少年院法施行規則」等の改正とその運用について
　～特定少年に対する矯正教育と第五種少年院の運用～
西岡潔子（法務省矯正局少年矯正課長）
滝浦将士（法務省矯正局少年矯正課上席補佐官）

◆「家族法制の見直しに関する中間試案」の取りまとめについて

◆改正少年法施行後の運用状況について
福岡　涼（最高裁判所事務総局家庭局付）

一時保護等を含む、里親委託や
特別養子縁組に関する近時の
児童福祉法・民法の改正等を
踏まえた実情について解説。

連載
◆子どもの話を聴くための手法と実践例
　――司法面接の技法をいかして
第 12 回　司法面接で得られた情報の評価（完）


